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本献は 7章から成っており 本研究の目的と意義を述べた第 1 章につづ、き 第 2章では硬ぜい材料
の微小破壊機構や加工機構を議論する上で重要な意味を持つ μm 単位の規模でお乙る破壊時の強度
{以下では微小破壊強度と呼ぶ)の高信頼性測定法として アコースティック・エミッションを利用し
た Hert z 強度試験法を提案し，その適用範囲を検討している。
第 3 章では，ぜい性体の破壊を確率的に取り扱い，ぜい性体の実用的信頼性評価法として，任意の力
学的負荷のもとでの任意形状のぜい性体の破壊確率を定量的に表わす手法を提唱しているo
第 4 章では，ダイヤモンドの破壊規準を明らかにし この結果を第 3章で提唱した破壊の確率論に適
用することによって Hertz 強度試験における破壊強度の異万性を定量的に説明している。
















(1 ) 微細クラックの検出にアコースティ ''.1 ク・エミッションを利用し ぜい性体を対象とする信頼性の
高い強度試験法を確立し，ダイヤモンドの破壊競控，強度の異万性を明らかにしている臼
(2) ぜい性体の破壊強度からみた信頼性の確率的表現法を提案し，これを利用してダイヤモンドの強度
の統計的性質，寸法効果，強度を支配する欠陥の数理像を明らかにしている。
(3) 以上の結果や，赤外吸収スベクトノレ並びに電子スピン共鳴スベクトルの解析結果によって， 内部欠
陥を同定し，それらを総合してダイヤモンドの破壊強度を非破壊的に推定する有力な方法を提案して
いる。
以上のように本論文は，ダイヤモンドの工学的物性について工学的に，また互業的にも有用な多くの新
知見を得ており，精密加工学や材料工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価
{直あるものと三忍める。
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